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集
　
行
政
報
告

住
ん
で
み
た
い
、住
み
よ
い
、住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
町
に

６
月
定
例
議
会
が
６
月
２
日
か
ら
開
か
れ
、
立
岡
脩
二
市
長
と
小
林
一
征
教
育
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

市
長
部
局

　
本
市
は
合
併
の
第
１
ス
テ
ー
ジ
が

終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
当
初

目
指
し
た
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と

で
は
、
年
間
約
１
０
０
万
人
を
達
成

し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
末
に
は
、
観
光
振
興
計
画

も
完
成
。
今
後
は
観
光
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
美
術
館
の
整
備
、
備
前
長
船

刀
剣
博
物
館
な
ど
の
市
内
観
光
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　
ま
た
、
黒
田
官
兵
衛
な
ど
瀬
戸
内

市
ゆ
か
り
の
人
物
を
通
し
て
の
新
た

な
国
内
交
流
、
ま
た
韓
国
密
陽
市
と

の
交
流
を
契
機
に
し
て
、
国
際
交
流

の
充
実
や
外
国
人
観
光
客
誘
致
を
図

る
な
ど
、
引
き
続
き
交
流
人
口
増
加

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
さ
て
、
合
併
第
２
ス
テ
ー
ジ
は
定

住
人
口
増
加
を
目
標
に
、
住
ん
で
み

た
い
、
住
み
よ
い
、
住
ん
で
良
か
っ

た
瀬
戸
内
市
の
創
造
を
目
標
に
掲
げ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
住
民
が
自
治
体
を
選
ぶ
時
代
と
い

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
少
子
高
齢
時

代
に
な
り
、
そ
れ
が
現
実
の
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

　
本
市
は
、
温
暖

な
気
候
、
美
し
い

自
然
に
恵
ま
れ
、

生
活
環
境
の
整
備
、

安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
防
災
、

防
犯
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
も
進
展
、
各
種

商
業
施
設
も
そ
ろ

い
日
常
生
活
が
便

利
で
す
。
Ｊ
Ｒ
や

岡
山
ブ
ル
ー
ラ
イ

ン
に
よ
る
他
市
へ

の
通
勤
・
通
学
も
容
易
で
す
。
医

療
環
境
が
良
く
、
子
育
て
、
高
齢

者
や
障
害
者
な
ど
の
福
祉
、
学
校

教
育
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
関
係
も

充
実
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
住
宅
政
策
の
一
環
と
し

て
分
譲
宅
地
を
造
成
し
販
売
を
し

て
い
ま
す
が
、
民
間
企
業
も
平
野

部
で
の
宅
地
開
発
、
住
宅
建
設
も

堅
調
で
、
海
岸
部
で
も
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
、
定
住
人
口

の
増
加
が
進
む
も
の
と
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
人
口
は
都
市
や
地
域
の
発
展
の

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
。
交
流
人
口
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
合
併
第
２
ス
テ

ー
ジ
は
定
住
人
口
の
増
加
と
創
造

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
昨
年
５
月
の

総
務
大
臣
の
問
題
提
起
か
ら
議
論
が

活
発
化
し
、
本
年
４
月
30
日
に
「
地

方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、「
ふ
る
さ

と
を
大
切
に
し
た
い
」、「
ふ
る
さ
と

の
発
展
に
貢
献
し
た
い
」
と
い
う
気

持
ち
を
形
に
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
な
ど

の
自
治
体
へ
寄
附
を
行
っ
た
場
合
、

寄
附
金
の
５
、
０
０
０
円
を
超
え
る

部
分
が
個
人
住
民
税
所
得
割
の
１
割

を
上
限
に
控
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
す
で
に
寄
附
受
け
入
れ
を
開
始
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、
本
市
で
も
、

寄
附
の
受
け
入
れ
体
制
や
使
い
道
の

メ
ニ
ュ
ー
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す
。

　
本
市
は
、
美
し
い
自
然
景
観
や
歴

史
的
・
文
化
的
遺
産
が
数
多
く
残
さ

れ
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
景
観
を
さ
ら

に
魅
力
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
の
景

観
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
19
年
度
で
は
、
景
観
計
画
策
定
委

員
会
で
、
景
観
計
画
策

定
の
基
礎
と
な
る
現
況

把
握
や
視
察
研
修
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

市
民
意
見
を
反
映
さ
せ

る
た
め
、
住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
や
市
民
で
構

成
す
る
景
観
ま
ち
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
。
課
題
の
整
理
や

景
観
形
成
の
基
本
方
針

の
と
り
ま
と
め
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
地
元
住
民
の
意
見
を

反
映
し
、
景
観
計
画
策
定
委
員
会
で

牛
窓
沿
岸
部
な
ど
の
重
点
地
区
指
定

の
検
討
や
行
為
制
限
の
対
象
・
内
容

の
検
討
を
行
い
、
景
観
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
医
療
制
度
改
正
に
伴
い
、
健
康
診

査
の
形
態
が
変
わ
っ
た
た
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
へ
市
広
報
紙
や
愛
育
委
員

を
通
じ
て
、
そ
の
内
容
を
周
知
し
て

い
ま
す
。

　
健
康
診
査
は
受
診
者
の
利
便
性
を

考
慮
し
、
今
ま
で
ど
お
り
の
集
団
健

診
と
医
療
機
関
で
の
個
別
健
診
の
併

用
を
８
〜
10
月
に
実
施
予
定
で
す
。

医
療
機
関
の
健
診
業
務
は
、市
内
の
18

医
療
機
関
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
医
療
制
度
改
革
の
初
年
度
で
す
が
、

国
・
県
の
指
導
も
仰
ぎ
な
が
ら
、
本

市
に
合
っ
た
効
果
的
な
健
診
や
保
健

指
導
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
高
齢
者
の
孤
立
を
防
止
す
る
た

め
、
市
内
全
域
に
地
域
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
ま
す
。

　
事
業
内
容
は
、
地
域
で
の
高
齢
者

の
拠
り
所
（
よ
り
ど
こ
ろ
）
づ
く
り

の
推
進
、
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活

動
の
推
進
、
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活

動
の
実
施
、
ケ
ー
ス
支
援
調
整
会
議

の
開
催
な
ど
で
、
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
協
力
も
得
な
が
ら
実
施
す
る
予

定
で
す
。

　
平
成
18
年
度
か
ら
着
手
し
て
い
る

市
道
南
北
線
新
設
事
業
は
、
平
成
19

年
度
に
用
地
買
収
の
約
99
％
が
終
わ

り
、
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
を
行
い
、

工
事
に
つ
い
て
も
橋
梁
上
部
工
に
着

手
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
分
が

１
カ
月
間
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
交
付

金
の
交
付
決
定
が
約
１
カ
月
遅
れ
ま

し
た
が
、
要
望
額
ど
お
り
の
交
付
金

が
確
保
で
き
た
の
で
、
平
成
20
年

度
も
引
続
き
事
業
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
今
後
の
施
工
予
定
は
、
橋
梁
部
が

完
成
す
れ
ば
県
道
飯
井
宿
線
と
の
取

合
工
を
行
い
、
宮
下
・
北
池
・
山
手

ふ
る
さ
と
納
税
の
受
け
入
れ
体
制

の
検
討

市
内
全
域
に
地
域
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築

健
康
診
査
は
本
市
に
合
っ
た
効
果

的
な
健
診
や
保
健
指
導
を
実
施

市
道
南
北
線
新
設
事
業
の
整
備
状
況

瀬
戸
内
市
景
観
計
画
を
策
定

温暖な気候と美しい自然に恵まれた本市

歴史的な町並みが優れた福岡の景観
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